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主な記事
TPP 関連法案…2 面、国保料について…3
面、福祉医療費…4 面、歯科指摘事項…5 面、
代診医アンケート…6 面、福祉医療機構の

診療所数調…7 面、理事会便り…8 面

としても、その経費は日韓で負担しな
ければならないこと。それではどうし
たらいいかというと、「戦争はダメだ
から話し合いを」というような単純な
事ではなく、極東地区のロシア・中国・
韓国・北朝鮮・日本 5 カ国の共通の
理解が得られるように「お互いの利益
を共有すること」にある。
　尖閣列島に限らず紛争の起こりやす
い周辺にある資源を独り占めしようと
思うから紛争が起こる。ならば関係す
る国々がお互いの共通資源とし、共に
管理するのである。お互いに反目し
合って兵器に莫大な費用をかけるな
ら、資源を共に活用することにすれば
むしろお互いの利益になる。
　この手法はドイツとポーランドで資
源を分け合った事例を学ぶべきなのだ。
　②憲法改正についてでは憲法改正の
本質は自衛隊を合憲にすることはな
く、単にカモフラージュで、安倍首相
の本音は米国戦略の下で海外で武力行
使が出来るようにすること。これなら
ば、内戦か内戦に近いような争いなの
で通常の兵器でこと足りる。
　さらに日米安全保障条約にも地位協
定にも米軍基地の経費を日本が負担す
ることはどこにも書いていないのに
8,000 億円も負担している。せめて
ドイツ並みに抑えることが出来れば、
5,000 億円は浮いてくるとのこと。
　③ SNS の利用について・・・・日
本の報道の自由度は世界的にみると
かなり低いので SNS（Social Network 
Service）をもっと多用する必要があ
るのではないかなどであった。
　　　　　　　　　　　　（Ｈ・Ｓ )

　孫崎享氏（東アジア共同研究所所
長で評論家）の記念講演では「憲法 9
条改憲と日本の外交・安全保障」につ
いて勉強させてもらった。内容は多岐
に渡ったが要約させてもらうと、①世
界中を恐怖のどん底に落とし、戦争に
なるかもしれないというチキンレース
を止めるために行われた北朝鮮とアメ
リカ大統領両首脳の共同声明では完全
不可逆・査察可能な核を廃棄する発表
は無く、北朝鮮は国家として何も譲っ
ていないこともわかった。ハッキリし
ていることは、日本が戦闘機やイージ
ス・アショアを買う約束をさせられ莫
大な経済負担を強いられたことであ
る。現在の戦争は、昔の戦争と違って
ミサイルが主流。日本が手にしてい
る迎撃ミサイルのパトリオットにして
も、今回導入が決まったイージス・ア
ショアにしても秒速 2000 メートル以
上で飛来するミサイルの弾道と着弾地
を計算して、迎撃ミサイルを発射して
もどれくらいの確率であたるかという
と、ほとんど天文学的な数字でほとん
ど意味をなさないレベルだという。「軍
備をしなければ日本の平和は守れな
い」と思っている人はこれからどれだ
けお金をつぎ込めば気が済むのか。
　次に問題なのは、核廃棄が実現した
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　７月７日、８日に東京の都市セン
ターホテルにて保団連夏季セミナーが
開催された。県保険医協会からも、役

員等が参加した。今回は、参加役員よ
り夏季セミナーへの参加報告を執筆い
ただいたので紹介したい。

８月 14 日 ( 月 ) ～ 16 日 ( 水 )

までお盆休みとさせていただきます。
ご迷惑をお掛けいたしますが、よろし
くお願いいたします。

県保険医協会事務所

お盆休みのお知らせ

３通の発言通告　　　　　　　　　　
６ 月 23 日、24

日に東京の都市セン
ターホテルにて 18
～ 19 年度の第１回
保団連代議員会が開
催された。各協会・
医会の代議員、理事
会役員、事務局ら約
290 名 が 参 加、 役
員では、宮沢会長、
林、市川、奥山各副
会長と事務局が１名
参加した。
　　　代 議 員 会 で は、
全 体 で 121 通 の 発
言通告があり、会務
報告案、2017 年度
決算案を全会一致で
承認した。県保険医
協会からは３通の発

言通告が出され、以下が３通の要旨と
なる。①学校歯科健診で指摘された咬
合異常は、厚労省の定めた疾患以外は
保険適用外になり、放置さ
れることも多いとされてい
る。子どもの咬合異常に対
する保険適用についての保
団連の考え方をお聞かせ頂
きたい。②ストップ患者負
担増の活動をすすめてきた
が、世論を高めるには現在
の活動スタイルでは限界が
あるように感じている。マ
スコミ対策の強化や、活動
に対するタイトルやキャッチコピーの
付け方などで国民の目を引くような工

夫をしてはどうか。③厚生労働省が
HPV ワクチンの積極的勧奨を中止し
て約 5 年が経過した。現在は推奨派、
反対派の議論は平行線をたどっている
のが現状のようである。保団連として
の現状のスタンスと声明などの発表に
ついて執行部の見解を伺いたい。
　保団連からの答弁はそれぞれ①「保
険で良い歯科医療を実現するためにも
この矯正治療の保険適用については今
後、各協会、保団連だけではなく、保
険で良い歯科医療を連絡会はじめ、関
連団体も含めて議論を広め、具体的な
要求を検討していくことが必要だと考
えている」②「引き続く負担増の流れ
に対して、夏以降、どのように世論を

広げ、負担増をストッ
プさせていくか、各地
の多彩な取り組みの教
訓や積極的な提案を導
入して、参加者全体で
共有して運動の機運を
高めたい。新しい提案、
アイデアを大胆に取り
入れ、イノベーション
していきたいのでこれ
からも様々な意見をお寄

せいただきたい」③「現時点では積極
的接種再開を求める保団連声明を出せ
る状況にはないと考えている。そもそ
も、国民が安心してワクチン接種がで
きるよう、国が責任をもって接種環境
の体制を強化すること。また、副反応
疑いに対して一層の施策を講じること
が重要だと考えているので要求を強め
ていきたい」とした。

発言する宮沢会長

全会一致の採決

講演者の孫崎氏

　　保団連夏季セミナー
　　　　　　　　　参加報告
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